
 H310402記者会見協議③  

 

記 者 会 見 

 

日時：平成31年４月３日（水）14時 

場所：伊達市役所東棟 401・402会議室 

 

１ 将来都市像の実現に向けた まちづくりの指針 

伊達市第２次総合計画 後期基本計画を策定  

                   資料 ①   （市長直轄 総合政策課） 

 

２ 重点課題への対応強化に向け、組織を一部改編 

                   資料 ②   （総務部 総務課） 

 

３ 将来世代への負担のない、公共施設の有効活用と適正配置 

伊達市公共施設配置適正化計画を策定 

   資料 ③   （財務部 財政課） 

 

４ 保育サービスの専門相談員「保育コンシェルジュ」を配置 

     資料 ④  （こども部 こども育成課） 

 

５ 道の駅「伊達の郷りょうぜん」に観光案内所をオープン 

     資料 ⑤  （産業部 商工観光課） 

 

６ 春の主な催し  資料 ⑥  

 



伊達市第２次総合計画  
後期基本計画がスタート  

1 
【平成31年４月３日記者会見】 

資料 ① 

将来都市像の実現に向けた まちづくりの指針 



将来都市像「健幸と個性が創る 活力と希望あふれる故郷 伊達市」
の実現に向けて後期基本計画がスタートします。  
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2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 

         基本構想（2015～2022） 

前期基本計画 
（2015-2018） 

後期基本計画 
（2019-2022） 

基本構想 

将来都市像実現に向けた基本方向 

 

基本計画 

各施策体系の呈示 

実施計画 

各施策の展開を図るため事務事業 

【策定経過】  

○市民意識調査の実施 （ 平 成 ２ ９ 年 １ ０ 月 ～ １ １ 月 ）  

○伊達市総合計画審議会の開催 （ 平 成 ３ ０ 年 ５ 月 、 ８ 月 、

９ 月 、 １ ０ 月 の 計 ４ 回 の 開 催 ）  

○パブリック・コメント（意見公募）の実施 （ 平 成 ３

０ 年 １ ０ 月 ～ １ １ 月 ）  

○伊達市議会における基本構想の変更に関して、一

部修正のうえ可決（平成３１年３月）  

○伊達市総合計画策定本部会議における後期基本計

画の最終決定  



伊達市第２次総合計画後期基本計画の策定の視点 

前期基本計画策定時から４年間の社会経済環境や事業進捗等の

変化を反映させた。  
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◎社会経済環境  ◎事業の進捗の反映  

・人口減少  

・少子高齢化  

・相馬福島道路ＩＣの供用開始  

・道の駅のオープン  

・法律改正や国の計画策定等  

・ 2 8の地域自治組織の誕生  

・震災からの復興  

・地域通貨、支え合い交通等の新事業 

・伊達市版ネウボラ事業の開始 等 

第２次総合計画  後期基本計画  

反映 



後期基本計画のポイント 

若者の地元定着と市外からの移住促進、 

市民一人ひとりが元気に暮らせるまちを目指して 

「産業」「子育て」「健康」を軸に 

各政策ごとの事業に取り組みます 
 

【産業】 

 産業の振興、雇用創出 

【子育て】 

 子育て支援の充実 

【健康】 

 健幸都市の推進 
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後期基本計画に定める17本の施策＋特別対策 



後期基本計画での方向性 
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政策１ ともに紡ぐ協働のまちづくり 

地域自治組織の設立支援から活動支援へ 

地域防災力、消防団の強化 

地域の担い手となる人材の育成を支援 

 

政策２ 豊かな心を育むまちづくり 

伊達市版ネウボラ事業の深化 

支援が必要なこどもに対する体制の強化 

生きる力を育む通学合宿所の整備 
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政策３ 地域の魅力が輝くまちづくり 

相馬福島道路の全線開通の効果を最大化するた
め、工業団地開発・企業誘致を推進 

国道４号ＩＣ付近のアミューズメント複合施設
立地取組みの推進 

基幹産業である農業振興として就農の推進、生
産拡大・販売促進・６次産業化を推進 

地元ならではの農業体験等を観光商品とする着
地型体験観光メニューの開発を推進 
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政策４ こころ寄り添う健やかなまちづくり 

元気づくり会をメインとした運動習慣化事業の
推進 

地域包括ケアシステムの構築から内容深化 

 

政策５ 自然と調和し快適で住みよいまちづくり 

超高齢社会の進行に伴う公共交通の対策推進 

公共インフラの長寿命化に注力 

定住促進の観点から計画的な宅地整備を推進 
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問い合わせ先 

 市長直轄 総合政策課 行政経営室 電話024-575-1142 
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 記 者 会 見 資 料 ② 

平成 31 年４月３日 

重点課題への対応強化に向け 

組織を一部改編 
  

平成31年度を「誇れるまち 選ばれるまち 選ばれ続けるまち」を実現する

ためのチャレンジ元年と位置づけ、若者の地元定着と市外からの移住促進、市

民一人ひとりが元気に暮らせるように、「産業」「子育て」「健康」を軸に各事業

に取り組みます。 

当面する重点課題への対応を強化するため、組織を一部改編しました。 

 

１．都市整備に関する業務推進 

建設部に「理事兼都市整備対策政策監」を配置 

 

２．大規模開発事業の推進 

建設部都市整備課に「区画整理推進室」を新設 

 

３．就農者の支援・育成 

産業部農政課に「農業担い手係」を新設 

 

４．総合支所の運営強化 

総合支所長を「総務部参事」（次長相当職）とした 

 

５．生涯学習事業の推進 

文化課を生涯学習課と改称し、社会教育係を移管 

 

６．保原工業団地の造成 

産業部に「企業誘致推進担当技幹」を配置 

 

７．教育施設建設・改修 

教育部に「教育施設担当主幹」を配置 

 

 

 



公共施設配置適正化計画 

1 
【平成31年４月３日記者会見】 

資料 ③ 



公共施設配置適正化計画とは 

 高度経済成長期等に整備した公共施設（公共建築物）の老朽化に伴
い、全国の自治体で施設の更新・修繕に係る費用、人口減少による利
用需要の変化、市民ニーズへの対応などが課題となっています。 

 本市では、将来世代への負担を先送りすることなく、持続可能な行
政経営を維持していくため、「伊達市公共施設配置適正化計画」を策
定しました。 
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背景・目的 

公共施設配置適正化計画の目的 

・施設保有量の最適化 

・施設類型ごとの適正管理・適正配置 



●公共施設の保有状況 
 

 2018（平成30）年３月31日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 

●更新費用の試算 
 

 現状の施設を2018（平成30）年度から2057年度までの40年間、その
まま維持した場合の費用を試算したところ、年平均で４１．８億円の
費用が必要となる結果となりました。 
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市の状況 

施設数 373施設 

棟数 1,087棟 

延べ床面積 316,136㎡ 

市民文化系施

設, 27,168 , 

8.6% 
社会教育系施

設, 4,709 , 

1.5% 

ｽﾎﾟｰﾂ・ﾚｸﾘｴｰｼｮ

ﾝ系施設, 

27,331 , 8.6% 

学校教育系施

設, 146,322 , 

46.3% 

子育て支援施

設, 14,577 , 

4.6% 

保健・福祉施

設, 14,212 , 

4.5% 

行政系施設, 

31,079 , 9.8% 

公営住宅, 

42,875 , 13.6% 

その他, 

7,863 , 2.5% 

（㎡,％） 
 

【施設類型別延床面積】 
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 公共施設の保有状況や更新費用の試算から、本市の公共施設の課題
を次の３つの視点にまとめました。 

 

 

本市の課題 

(1)施設の視点 
①施設の老朽化（大規模改修や建替え、解体撤去等） 

②地域間の偏りや重複 

(2)人口の視点 
①人口減少や少子高齢化に伴う需要の量・質の変化 

②地域活性化に向けた戦略的な施設配置・活用 

(3)財政の視点 

①更新費及び大規模改修費 

②投資可能な財源の確保 

③特定年度への集中回避（予算の平準化） 



5 

 2019（平成31）～2028年度の10年間 

計画期間 

「公共施設の保有量の最適化」 

 

目 標 
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5つの基本方針 

 目標とする「公共施設の保有量の最適化」の  

 実現に向けた「５つの基本方針」を設定します。 

［方針１］ 保有量の最適化 

［方針２］ 既存施設の有効活用 

［方針３］ 複合化・多機能化 

［方針４］ 長寿命化 

［方針５］ 民間活力の導入 



 

 

現在の公共施設の延床面積から 

 

今後10年間で3.7％（11,697㎡）の 

 

縮減を目指します。 
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数値目標 



 本計画の目標達成に向けて、行政・市民・事業者等が協働で推進す
ることが重要となります。 

 具体的に個別施設のあり方を検討する場合には、サービス利用者で
ある市民との対話を重ねながら実施します。 

  

●今後の取り組み 

 目標達成に向けた個別施設別の計画を立案するため、 

 「用途別」、「地域別」、「時間別」の視点で 

 施設配置適正化の組み合わせを検討します 
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計画推進に向けて 
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問い合わせ先 

 財務部 財政課 管財係 電話024-575-1142 
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 記 者 会 見 資 料 ④ 

平成 31 年４月３日 

保育サービスの専門相談員 

「保育コンシェルジュ」を配置します 
  

４月１日から、こども育成課の窓口に保育サービスの専門相談員「保育コン

シェルジュ」を１人配置しました。 

保育経験の豊富な相談員（園長経験保育士）が、家庭での保育や保育施設等

への入園などの悩みを持つ保護者に寄り添った相談対応、情報提供など、子育

ての多様性に合わせた支援を行います。 

 

１ 対象者 

 未就学児の保護者 

 

２ 相談受付 

 （１）受付場所  市役所東棟１階 こども部こども育成課 

 

（２）受付時間  ８時30分～17時（水曜日、休日を除く） 

 

３ 保育コンシェルジュの業務内容 

 （１）保育サービスに関する相談対応、情報提供 

   入園申込等の手続き事務だけでなく、全般的な保育相談も受けます。 

① 家庭での保育の悩みについての相談対応 

② 就学前のお子さんの預け先を探している保護者の相談対応 

③ 病気や行事への参加で、一時的な預かりを希望する保護者に実施施設

の紹介や留意事項の説明 

 

 （２）保護者の都合にあわせた相談対応 

   窓口・電話だけでなく、お子さんも一緒に相談に来られるように、子育

て支援センターや遊び場などで待ち合わせるなど、保護者の都合にあわせ

た相談を行います。 

 

 （３）相談事例の蓄積による地域課題の発見・共有・検討 

 

 

 問い合わせ先 

 こども部 こども育成課 育成係 電話 024-573-5691 



 記 者 会 見 資 料 ⑤ 

平成 31 年４月３日 

道の駅「伊達の郷りょうぜん」 

新たに観光案内所をオープン 
  

本市を訪れる皆さんに、道の駅「伊達の郷りょうぜん」を旅の玄関口として

活用していただくため、伊達市観光案内所を新設します。案内人が市内の史跡・

名勝や観光施設の案内、地域特産品や宿泊施設を紹介します。 

 

１ オープニングセレモニー 

 日 時 ４月25日（木）10時～ 

場 所 道の駅「伊達の郷りょうぜん」 情報・休憩スペース 

内 容 市長あいさつ、来賓あいさつ、開所宣言、テープカット 

 

２ 業務内容 

（１）案内人の配置 

・ 情報・休憩スペース内に観光案内所

を設置し、伊達市観光物産交流協会 

嘱託職員を常時１人配置 

 

（２）案内時間 

・ 物販コーナー営業時間（9時30分～18時）内 

・ 基本休日は道の駅と同じく１月１日のみ 

 

３．今後の予定 

（１）ＪＮＴＯ（日本政府観光局）のパートナー施設（※１）への登録を予定 

 

（２）2020年度からのＪＮＴＯ認定外国人観光案内所「カテゴリーⅠ」（※２）

への登録を目標に体制構築を進める 

 

（※１）パートナー施設 

観光案内を専業としない施設であっても、外国人旅行者を積極的に受け入れる意欲が

あり、公平・中立な立場で地域の案内を提供する施設 

（※２）認定区分「カテゴリー１」 

常駐でなくとも何らかの方法で英語対応が可能で、地域の案内を提供する施設 

 

問い合わせ先 

 産業部 商工観光課 観光物産係 電話 024-573-5632 

案内カウンター設置予定場所 



 記 者 会 見 資 料 ⑥ 

平成 31 年４月３日 

春の主な催し 
  

 伊達市の春を彩る「桜」、霊山の新緑などを満喫いただける様々なイベントを

開催しますので、ぜひご来場ください。 

 

１ 伊達のふる里 桜まつり  

  広い園内には約2,000本の桜が咲き誇ります。

ステージイベントやうまいもの物産展を開催。桜

まつり期間限定で、桜並木に沿って走るミニＳＬ

「さくら１号」を無料運行します。 

期 間 ４月13日（土）・14日（日） 

      ※夜桜のライトアップ：４月６日（土）～21日（日）19時～21時 

 場 所 やながわ希望の森公園 

 主 催 伊達市 

  内 容 ステージイベント、うまいもの物産展、ミニＳＬ無料運行 

  問い合わせ 伊達市観光物産交流協会 電話024-529-7779 

 

 

２ 第17回紅屋峠千本桜「桜まつり」 

  紅屋峠千本桜森林公園では、ソメイヨシノ、大

山桜、関山など様々な桜を楽しむことができます。

紅屋峠千本桜の会では、園内の桜の里親を募集し

ています。 

日 時 ４月14日（日）10時～ 

    ※案内所の設置：４月６日（土）～14日（日）９時～15時 

場 所 紅屋峠千本桜森林公園、柱沢小学校校庭 

主 催 紅屋峠千本桜の会 

内 容 ・桜の里親による手入れ作業及び園内の清掃作業 10時15分～ 

・景品抽選会、紅屋汁（豚汁）のサービス 11時30分～ 

・写真コンテストの実施 

  その他 桜の里親募集 会費（５年間）：個人3,000円、団体5,000円 

問い合わせ 紅屋峠千本桜の会事務局（保原総合支所）電話024-575-2111 

 

 

 



 記 者 会 見 資 料 ⑥ 

平成 31 年４月３日 

３ 霊山新緑まつり 

  霊山県立自然公園の新緑シーズンの登山客をターゲットにしたイベント。 

  登山者への記念品配布（先着順）のほか、地元特産品等を集めた物産展が

開催されます。 

  期 間 ５月３日（金）～６日（月） 

  場 所 霊山登山口駐車場 

  主 催 伊達市 

  共 催 霊山観光まつり実行委員会 

  内 容 ５月３日のみ 

・安全祈願祭（８時～）と霊山太鼓の披露（８時30分） 

・霊山清掃登山（９時～） 

      ５月３日～６日 

・ふるさと物産展 

※購入者に「りょうぜん紅彩館」入浴割引券を配布 

       ・記念バッチの配布（先着順で各日200個） 

      ５月４日～５日 

・霊山縦走登山（７時30分～） 

  その他 霊山四季の写真コンテストを同時開催 

  問い合わせ りょうぜん紅彩館 電話024-589-2233 

 

 

４ 2019霊山ジャズフェスティバル 

  日 時 ５月３日（金）、５月４日（土）10時～16時30分（最終入園16時） 

  場 所 霊山こどもの村特設野外ステージ 

 ※雨天時はミュージアム内で開催 

  内 容 ジャズバンド（合計16組）の演奏 

  入園料 大人（高校生以上）400円、３歳から中学生まで200円 

  主 催 一般社団法人りょうぜん振興公社 

霊山ジャズフェスティバル実行委員会 

  問い合わせ先 霊山こどもの村 024-589-2211 
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